
　
写
真
1
は
空
洞
果
、
果
実
外
側
の
生
長
に
内
部

の
生
長
が
伴
わ
な
い
た
め
起
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

果
実
内
部
の
生
長
に
必
要
な
細
胞
数
は
開
花
前
に

は
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
十
分
に
子
房
が
発
達
し

た
雌
花
を
結
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
。
写
真
２
は

黄
帯
果
で
、
果
実
中
央
部
の
維
管
束
が
黄
色
い
筋

状
に
発
達
し
た
状
態
を
い
い
、
食
感
や
糖
度
が
劣

る
こ
と
が
多
い
。
乾
燥
や
チ
ッ
ソ
過
多
が
関
係
し

て
い
る
。

　
ス
イ
カ
の
施
肥
は
「
つ
る
ぼ
け
」
を
避
け
る
た

め
追
肥
が
中
心
と
な
る
が
、
元
肥
が
不
足
す
る
と

生
育
が
衰
え
下
葉
か
ら
黄
化
す
る
チ
ッ
ソ
欠
乏
と

な
る（
写
真
３
）。
子
房
の
発
育
不
良
に
つ
な
が
り
、

空
洞
果
（
写
真
１
）
や
変
形
果
（
写
真
４
）
の
要

因
に
も
な
る
。
砂
地
で
は
保
肥
力
が
低
い
た
め
特

に
注
意
が
必
要
。

　
写
真
５
、
６
は
水
耕
栽
培
で
再
現
し
た
カ
リ
ウ

ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
欠
乏
症
。
実
際
の
栽
培
で

は
、
果
実
肥
大
期
に
急
激
に
発
生
す
る
。
こ
れ
は

果
実
の
生
長
に
伴
い
葉
の
養
分
が
奪
わ
れ
る
た
め
。

カ
リ
ウ
ム
欠
乏
は
主
に
下
葉
と
着
果
部
位
か
ら
発

生
し
、
葉
の
周
辺
か
ら
大
き
め
の
黒
い
枯
死
斑
を

作
る
。
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
欠
乏
は
葉
脈
間
の
黄
化
が

み
ら
れ
、
や
は
り
着
果
部
位
か
ら
症
状
が
発
生
す

る
。
い
ず
れ
の
障
害
も
果
実
肥
大
前
の
カ
リ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
追
肥
に
よ
る
予
防
が
対
策
の
基

本
と
な
る
。

　
写
真
7
は
水
耕
栽
培
で
再
現
し
た
ホ
ウ
素
欠
乏

症
、
新
葉
や
巻
き
ひ
げ
の
先
端
か
ら
の
褐
変
枯
死
、

茎
の
変
色
、
ひ
び
割
れ
が
起
こ
る
。
ス
イ
カ
は
土

壌
の
pH
を
あ
ま
り
問
わ
な
い
野
菜
で
あ
る
が
、
pH

が
高
す
ぎ
る
と
ホ
ウ
素
欠
乏
が
見
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

写
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スイカに見られる生理障害

街中菜園の「生理障害対策講座」
兵庫県立農林水産技術総合センター
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　浩
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之
ゆき

〜起こりがちな生理障害と対処方法〜

スイカは、茎葉の生長と
開花結実を同時に行う

野菜のため、開花期以降の適切な
肥培管理が重要になります。
ほかには、石灰の多用による
ホウ素欠乏などにも注意が

必要です。
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ス
イ
カ
は
ア
フ
リ
カ
南
部
原
産
の
、
乾
燥
に

適
応
し
た
や
や
過
湿
に
弱
い
野
菜
で
、
雨
の
多

い
日
本
で
栽
培
す
る
に
は
耕
土
が
深
く
水
は
け

の
よ
い
土
壌
が
適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
茎
葉
の

生
長
と
開
花
結
実
を
同
時
に
行
う
野
菜
で
す
が
、

開
花
期
に
養
分
（
チ
ッ
ソ
）
が
過
剰
な
場
合
、

茎
葉
が
過
繁
茂
な
「
つ
る
ぼ
け
」
状
態
と
な
り
、

開
花
結
実
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。
反
対
に
養
分
不

足
で
は
着
果
後
の
生
育
が
不
安
定
と
な
り
、
変

形
果
や
空
洞
果
な
ど
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

果
実
の
肥
大
が
大
変
盛
ん
で
、
雌
花
か
ら
数
千

倍
の
重
さ
に
生
長
す
る
果
実
に
養
分
が
奪
わ
れ
、

葉
に
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
の
欠
乏
症

が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
石
灰
な
ど
を

多
用
し
た
圃ほ

場
で
は
ホ
ウ
素
欠
乏
が
見
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。


